
パワーズ山田の利用者の皆

さんは今まで作業を主体に

活動を行ってきましが、今年度新た

に創作活動を取り入れました。その

アート活動の一部を紹介します。

　アート活動で線を引いたり、色を

塗ったり手先を使って活動をしてい

ると、画材に描かれた絵から今まで

気付かなかったその方の個性が際

立ち、驚くことがあります。

　できあがった作品を見せていただ

く時の表情は誇らしい様子で、作品

と同じくらい輝いて見えます。

　平成２６年度スピリットアートで入

賞された松岡さんは構図のバランス

も良くて、書き込みも丹念です。もと

もと何を描いても目を引く表現力を

持っている方です。「子連れ狼」とい

うモチーフもインパクトがあり、本人

の力がそのまま絵に宿ったかの様

な目力のある人物と、塗りこみの細

やかさで引き締まった作品になりま

した。特に仕上がりについてはご本

人がなかなか納得せず、色を重ね

毎日毎日塗りこんでいました。搬入

当日まで「もっとここは濃い方がえい

ろうか？」と意見を求め塗りこむ様子

は、本人の気魄を込めるような集中

力でした。

　倉本さんの作品は本人の穏やか

な人柄がそのまま絵になったような

色合いとフォルムです。細やかな手

作業が加わった事で、沢山の色を

使っていながらも全体としてのまとま

りを感じ、ほっこりとした気持ちにさ

せる「癒し効果抜群の倉本ワール

ド」に仕上がりました。

　松岡さんと倉本さんの入賞は私

達パワーズ山田の喜びです。そして

その作品作りを見てアート活動が更

に活発になって来ています。

　今まで絵を描くのをためらってい

た人も、画用紙に向かい描き始めて

います。こっそりと袖を引くささやか

な意思表示に振り返ると、目を見張

る色使いに衝撃を受ける事もありま

す。

　はじめは支援員が「丸を描く」

「色を塗る」と支援していた方や、

一色でしか描かなかった方も、黄色

や水色と自由に色数を増やしていま

す。配色が個性的な清子さん、何で

も意欲的な加代さん、政代さん、他

の方の作業を確認してから慎重に

参加される和子さん、美保さん、他

にも沢山の方の良いところを形に残

したいという気持ちで制作を見守っ

ています。

　入賞という評価は、その方の直

接の喜びでもあり、その喜びがアー

トという手段を使って表現する形を

模索し、形作ろうとする数々の「芽」

を育てる力になっています。スピリッ

トアートがパワーズ山田に喜びの余

韻を残しつつ、今なお影響を与え続

けている事に感謝します。

　今回入賞できなかった方や、その

後メキメキと頭角を現してきた方の

作品などもお披露目したいと、香美

市市役所ロビーで展示させていた

だきました。

　このアート活動で１人でも多くの

利用者さんが自分からしたいと思え

るような、楽しい時間が持てるように

支援していきたいと思っています。
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轍【わだち】

車が通ったあとに残る輪の
跡という意味から、「先人た
ちが築いてきたものを大切
にしながら、未来へとつない
でいく」という思いを込めて
つけました。

／最新の出来事

／障害者の暮らしぶりを紹介

／福祉で頑張る人たち

／障害者の光る感性

／支援者からのメッセージ

／取り組み報告
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幻想的な空間
へのお誘い
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機関紙「わだち 轍」に関するご意
見・ご感想などございましたら、下記
連絡先までお寄せください。
いただいた貴重なご意見を今後の
機関紙づくりの参考とさせていただ
きたいと思います。

総合支援センターかがみの
社会福祉法人 高知県知的障害者育成会
TEL 088-855-3717
FAX 088-855-6181

ご意見・ご感想

平成２６年１２月１日～平成２７年１
月３１日までの期間、かがみの育

成園にてイルミネーションの点灯を行っ
ています。
　新しいイルミネーションが加わり、寒い
夜空に幻想的な空間を作り出していま
す。
　みなさんお誘い合わせの上、ご来園
ください。

住所：香美市土佐山田町楠目３６６０　
かがみの育成園
電話：０８８７－５３－２１７４
点灯時間：１７時００分～２１時００分

アートの力
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平成26年11月7日に第41回地

区手をつなぐ育成会等連

絡協議会が高知城ホールにて開催

されました。今回の協議会は“保護

者の提言”と“本人の提言”（2名）と

いう内容でした。

　保護者からは今困っている事、抱

えている問題、又制度上不思議に

思う事、不安な事等の意見が出さ

れました。制度が有っても利用する

場所が無かったり、医療の格差、本

人の生きづらさ、暮らしづらさ、高齢

化（本人も親も含め）問題、親なき後

等多くの意見交換がおこなわれまし

た。

　本人提言では“私の今までと将来

の目標”と“多くの人に伝えたい私の

思い”の発表がありました。コミュニ

ケーションの苦手さ、接客の難しさ、

仕事の相性があわない等、職業訓

練センターでの訓練を受けるも自信

をなくす時期もありました。「頑張っ

て」と仲間や支援員の励ましや協力

も得て、やりたい事を見つけたと報

告してくれました。将来は加工関係

に就職したいとの思いを話されまし

た。

　養護学校を卒業後企業に入社

した方は、接客中心の仕事なので

来客への対応、商品の多さ等に幾

度となくくじけそうになったそうです。

「自分自身が覚えようとしない限り

頭に入らないよ」と仲間に言われ、

一発奮起して現在7年目を迎えると

言っていました。私達だけの本人部

会ではなく、外に出掛ける機会が少

ない在宅の仲間との交流も進めて

いきたいと語ってくれました。

　“人の一生は邂逅の一語に尽き

る”という言葉があります。思いがけ

なく巡りあい人は出合いによって左

右されるという意味です。

　本人の努力も必要ですが、一人

で頑張るのではなく多くの仲間がい

て支えてくれるので、自信を持って

進んでいただきたいと思います。

　時には人として知らず、知らずの

うちに配慮する事や関わりが遠の

き、失われてくる中で、自分自身の生

き方を見つけるのも難しい社会でも

あります。

　第4期障害福祉計画に係る国の

基本指針の見直しが行われ、成果

目標に関する数値化が掲げられ大

変厳しいものになっています。公的

福祉サービスは分野ごとに充実して

きましたが制度によるサービスだけ

では対応できない“制度の狭間の課

題”が顕在化しています。福祉サー

ビスは、住民に最も身近で地域に

おいてきめ細かく提供されることが

望まれます。つまり各市町村中心の

取り組みが要になると言う事です。

本人たちが主人公として光輝く社

会の実現のために、地域格差をなく

し、各地区の親の会活動を一歩で

も二歩でも前進させていきたいもの

です。

地区協議会を振り返り“今を共に生きる”

事業所がある土佐山田町は、

利用者の方々が主体的に

外出されることで、障害者への理解

が深まった町といえます。たとえば、

量販店の店員の方は、買物時に地

域の利用者さんが差し出した財布

から必要な金額だけを受け取り、

きちんとお釣りを手渡して下さいま

す。そこに丁寧な会話がなくても、メ

モに書かれた文章を見てそのように

して下さる事が当たり前に見られる

ようになりました。

　利用者の方が入所施設のかが

みの育成園から、地域のグループ

ホームで生活され始めて二十年以

上がたち、現在百名近くの方が生

活しています。今まで多くの関係者

の方々のご苦労はありますが、一人

ひとりが主体的に地域で普通に暮

らす事が、一番の啓蒙活動になるよ

うです。休日の町内を歩くと沢山の

利用者の方に会います。皆さん自分

らしく生活されており、このような事

から、土佐山田町は福祉の町と呼

べるようです。

　地域でお世話になる店舗は沢山

ありますがその中から「一滴」という

喫茶店にスポットを当て、ほんの一

部をご紹介します。

　あけぼの街道沿いの店は、土曜

日の午前８時頃から近所のグルー

プホームに暮らす方がモーニング

に来られます。一人でテーブルに座

り自分のペースでゆったりと食べる

方、友人とグループで座りにぎやか

に談笑しながら過ごす方と、思い思

いのスタイルがあります。ゆで卵の

殻が割れない時は、お世話を焼い

てくれる仲間もいます。マスターの

野地さんから「できん人には世話を

焼く人がいて、お互い皆が助けおう

ちゅうね。」とのお話がありました。時

には世話人さんも一緒に来たり、か

がみの育成園からも職員と一緒に

来られる方もいます。マスターの落

ち着いたお人柄と、渋いジャズと珈

琲の香りが漂う店内は居心地の良

い雰囲気で、地域の方もモーニング

やこだわりの珈琲を飲みに来られて

います。店内には「一滴入魂」の言

葉とマスターの似顔絵が飾られてい

ます。

　何気ない日常の店内に溶け込

み、誰もが普通に過ごす。このお店

だけでなく、町内の喫茶店はそのよ

うな店が多くあり、皆がお気に入り

のお店を自分で選び出掛けているよ

うです。食べ終えた後は、バレーの

試合に参加する為に出掛ける二人

連れや、お昼のお弁当や日用品を

買いにスーパーに出掛ける方もおら

れます。

　かがみの育成園に入所していた

頃は一人で喫茶店を利用し、買物

をする可能性を見出せなかった方

も、地域で生活することによりその

人の可能性が想像以上に広げる

ことを、職員は学びました。地域の

方々が掛けて下さる言葉や触れあ

いなど、様々な経験をすることが成

長の要因でしょうか。

　その方の持つ可能性を育てるこ

とが私達の役割ですが、地域の方

の支えなしではこの変化はなかった

と思います。

　そしてマスターが珈琲の滴に入

魂されるなら、私達はその方の可能

性に入魂する・・・店内の色紙やマス

ターのお話から、この仕事への姿勢

を顧みる機会をいただきました。

　皆さんも休日の土佐山田町に、街

に溶け込む利用者さんの姿に会い

にこられませんか？

　これからも益々、優しさにあふれ

た街でいられる事が、町中の幸せ

に繋がるように感じます。
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「おるかよお」元気な声

で管理棟の事務所

に新聞を取りに行く事が日課。大

好きな職員さんの顔を一目見よう

と歩行器を突きながら通ってい

た事を今でも思い出します。

　享年72歳、先日他界されたＹさ

んです。私がＹさんと出会ったの

は15年前になります。その頃から

気分が落ち込むと園外へふらっ

と出て行き、職員がその度に迎え

に行くというのがいつものパター

ンで、そのイメージが強く残って

います。

　時は経ち、私が3寮主任になり

2年目の夏頃です。Ｙさんは数年

前に癌を患い、術後は定期的に

通院をしながら薬、注射などで経

過をみていました。気持ちは病

気を感じさせないぐらい元気で、

元々働く事も経験があり好きだっ

たので、アク取り紙の包装作業に

も積極的に参加されていました

が、徐々に作業への参加が厳しく

なっていきました。高齢という事と

癌の転移、日に日に衰えていく体

力と気力、転倒の増加…変わりゆ

く姿を見ながら、まだまだ元気と

ばかり思っていたのに…職員間

で少しずつ現実として受け止め

なければならない時期がきていま

した。最初はひとりで歩き必要時

には手繋ぎで移動していました

が、転倒する危険が伴う事から

歩行器を使用し職員がマンツー

で付き添う様になりました。日課に

関しても身体に無理のない範囲

でＹさんに合った過ごし方を心掛

けました。一緒にラジオ体操をし

たり、管理棟へ行くまでの通路か

ら見える花のプランターを眺めた

り…Ｙさんの大好きなものや人と

の繋がりを大事にしたいと感じて

いました。そして個人外出ではＹ

さんの希望である故郷へ父親の

墓参りに行き、帰りに食事をしな

がらゆっくりと思い出話。ある時に

は家族と共に一泊二日で高知市

内の旅館へ泊り、普段では味わ

えない楽しい家族との時間を過

平成２６年７月１２日（土）、

高知県知的障害者育成

会前期職員研修会（以下、職員

研修会）を、職員及び各関係機

関を対象として行われました。

　この職員研修会は、『私の福

祉観』をテーマとして、そこに毎

回サブテーマを掲げてきました。

今までのサブテーマは「時代は

変われど、心は変わらず」、「私

達は働ける！一般就労がしたい！

働きたい」等…。振り返ってみる

と、その時その時の時代の流れ

と共に、今ここで私達に求めら

れている事、そして私達が出来

る事は何なのか、法人全体で考

え、教えられ、最後には感動があ

る研修会となっています。

　そのような経緯の中、今回の

研修会で掲げたテーマは、『私

の福祉観～「生きる」ことを支え

るという本質を考える〜』という

ものです。私達職員は人として

の尊厳と本人や家族の笑顔が

広がるような支援を目指していま

す。

　子育ての苦悩や親の頑張りを

知り、支援のあり方を問いながら、

『生きる』ことを支えるということ

を趣旨とし、講演・事例発表・対

談の形で行われました。

　講演として、愛媛県今治市の

児童発達支援センターひよこ園

園長　越智晴彦先生をお招き

し、「子供から大人へ支えるとい

う仕事と向き合う‐エンパワメント

と療育支援‐」というテーマでお

話下さいました。

　越智先生から投げかけられ

た事は、児童～大人（成人）、ど

んな時期であれ福祉に携わる私

達がはたす大きな役割・療育支

援の目的とは、「エンパワメント」

を高めていく事であるという事で

した。「エンパワメント」とは、肯

定的パワーを持って、否定的パ

ワーを取り除いていく事を意味し

ます。本来私達一人ひとりは、素

晴らしい生命力を持ち、個性や

可能性、感性を内包しています。

そして周囲との関係性の中で愛

情をもって受容・肯定・信頼・尊重

される存在なのです。しかし差

別や比較、暴力や過剰な期待と

いった外部抑圧によって、本来

のわたし自身が傷ついてしまい、

出せるはずの自分らしさを発揮

できない状態になっています。二

次障害という言葉を聞いた事も

あると思います。どのような方で

あれ、私達が行うアプローチとし

て肯定的な働きかけが重要に

なってきます。内包している本人

の素晴らしさを信じ無条件で受

け入れる、選択肢がある事を伝

え権利意識を尊重する、比較・

無視・暴力・叱責はしない、安心

できる環境提供等…。根幹は自

分を自分で認める事ができる・大

切に思える心＝自尊心を育んで

いく事です。自分らしく自信と尊

厳を持って社会の中で生きられ

るように支援する事がエンパワメ

ントを念頭においた療育である

とお話されました。

　お話をお聞きし、日々の支援

の目的・目標を忘れていなかった

か？私達支援員はどうしても目に
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ごしました。この旅行は私にとって

も忘れられない思い出になってい

ます。Ｙさんが元気で動けるうち

に沢山の思い出を作ってあげよ

う…単純にそんな思いでした。

　状態は確実に悪化、医務や栄

養士との連携は絶対で、食事も

色々工夫をしましたが、ほとんど

摂れなくなり、食事中の誤嚥、肺

炎や夜間の転倒など…通院時

に医師からも話があり、いつ病院

に運ばれてもおかしくないところ

まで来ていました。

　職員は皆が常に緊張しながら

支援をする毎日。何度も看護師、

上司、家族と話を重ねながら現

場で出来ることは何か、Ｙさんに

とって何がベストなのか考えまし

た。Ｙさんは家族の元で暮したい

が家族への負担も大きく叶える

のは難しい。せめて慣れ親しん

だ育成園で家族の様な友人、職

員に囲まれて過ごし、残り少ない

時間をゆっくり過ごしたいのでは

ないか。だけど、身体の事を考え

ると入所施設での支援には限界

があり、結局Ｙさん自身がしんど

い思いをするのでは…職員も最

後まで看取りたい思いはあっても

一つしかない命を背負い救える

ほどの支援力、知識も技術も持

ち合わせていない。やはりＹさん

が居心地良くゆったりと過ごせる

ような環境が今は必要ではない

か…様々な葛藤の中、今年の２

月末、病院への入院が決まりまし

た。

　勿論、そこに至るまでの家族の

思い、決心は大変なものであった

と思います。私達職員も入院中

交代しながら面会に出向きＹさん

が不安にならない様、また、今後

の方向性についても病院側と情

報交換しながら考える必要があり

ました。

　「和田君は元気？皆は元気？帰

るき、待ちよってよ」面会へ行く度

にそう言うので「和田くんは今日

遅出や。皆が待ちゆうき、ご飯も

しっかり食べて早く元気になって

帰って来てよ」と励ます事しかで

きませんでした。面会から園へ戻

り、何とも言えない気持ちになりま

した。もっと元気なうちに出来る

事があったかもしれないのに。対

応が遅すぎたかもしれません。

　自分達職員の気持ちだけでは

解決できない現実と本人の思い

に応えられないというギャップに

苦しみました。

　面会を重ね、その都度ケアマ

ネージャーさんや看護師さんから

Ｙさんの状態について聞き取りを

行い、食事やリハビリの様子につ

いても観察しながら、少しでも良く

なることを願っていました。衰えて

いくその中でも、本人は園へ帰る

ことを励みに入院生活を送って

いたと思います。入院して１カ月

弱…その時は来てしまいました。

　障害者の高齢化と、それに伴

う病気や身体的、精神的負担を

抱えて園生活を送っている人は

多くいます。それに対する専門的

なスキルが自分達職員には欠け

ている事、また、施設内だけでの

経験しかなく、どの様に次の段階

へ繋げ、本人にとって必要な支

援を適切な時期、適切な環境の

もと、適切なサービスを安心して

受けていただけるのか、その見

極める力や横の繋がりが足りな

い事も痛感しました。入所施設生

活の中だけで本人らしい人生を

送ることが本人の幸せかどうか

はその当事者にしかわかりませ

ん。Ｙさんが果たしてそうであっ

たかは亡くなられた今もわかりま

せんが、Ｙさんから与えられ教え

られた事、感じた事を、今、目の前

に居る利用者さんに返して行くこ

とが私達のやるべきことの様に

思います。一人ひとりの人生に関

わるこの仕事だからこそ、一日一

日を大切に利用者さんと向かい

合い、もっと楽しく、もっと自由に、

その人らしい人生を送れる様に

お手伝いをさせていただきたいと

思っています。

障害者支援施設

かがみの育成園　小松亜矢
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見える表面的事象にばかり着目

し技法優先になり、本来の本人

の思いや心の充足をおろそかに

していたのではないか？「自立」

という言葉の意味は深く、身体

能力面だけではなく精神的豊か

さの深まりも意味するのだと気

付かされ、福祉の仕事の本質を

再確認する事となりました。

　事例発表として、触法者への

支援および入所施設で人生の

大半を過ごし亡くなられたYさん

の事例を通し、豊かな人生を送

る事についての発表がありまし

た。対談では自閉症のわが子を

育てる中で虐待をしてしまったと

いうお母様の心の葛藤から回復

までを、実際に関わり合った関係

機関の職員の方と共にお話しさ

れました。この対談を受けて虐

待防止についての研修も行わ

れ、どの事例もそのプロセスにお

いて障害を持つ方だけでなく、

関わる保護者の方・職員等も同

等の苦悩や葛藤を持ち、共に悩

みながら進んできたことを感じま

した。

　対談で勇気をもってお話しさ

れたお母様は、「形として虐待は

してしまったが、やりたくてやった

訳ではないのです。子供の泣き

止まない声を聴くと泣き声が痛

いのです。」と１人で障害のある

お子さんの育児をする大変さ、し

んどさを率直に語られました。誰

も虐待をやりたくてやっている訳

ではなく、原因となる背景があり、

決して当事者だけの問題ではな

いのです。「はやまりなよ。困って

いる時２４時間３６５日いつでも

電話をかけてきてほしい」という

あじさい園の相談支援員の方と

繋がることで、少しずつ福祉サー

ビスと繋がり、心の余裕を取り戻

していったと言います。そして福

祉職員に望む事として、「話しや

すい雰囲気をつくってほしい」と

述べられ、悩みを打ち明けられ、

共有し一緒に歩むスタンスが心

の支えになる事を教えていただ

きました。

　虐待は家庭の中だけでなく、

福祉施設においても例年件数

が増加しています。もちろん虐待

はあってはならない事です。職

員は十分この点に気を付けるべ

きです。そして組織として、職員

一人ひとりが心にゆとりを持ち、

心のある支援が出来るように体

制を整えていく必要があります。

リスクマネジメント体制を構築し、

お互いに指摘し合える環境をつ

くる事。支援は真のニーズに基

づきQOL向上の為の支援であ

るという意識づくり。個別支援計

画を中心にご家族と職員が膝を

交えて振り返りを行いながらサー

ビス提供を行う事が大切である

と職員一同で確認をしました。

　「生きる事を支える」とは単に

生命を維持していくだけではあり

ません。一人ひとりの人生をいき

いきと豊かに満たしていく事に他

ならず、私たち職員がいつも胸

にとめておかなくてはならない事

だと感じました。

多機能事業所
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